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   2026 年 7 月 31 日  
報道関係各位 

  大和ハウス工業株式会社 
代表取締役会長 芳井 敬一  
大阪市北区梅田 3-3 -5 

 
 

 
 
 
大和ハウス工業株式会社（本社：大阪市、会長：芳井 敬一）は、戦争の影響で親を失った孤児を受け入れた

ウクライナの里親家族に対し、住宅の寄付を通じた支援活動を行い、その活動が評価され、紺綬褒章を受章し

ました。 
なお、今回の受章は、日本ユニセフ協会を通じてユニセフ・ウクライナ事務所と連携し、「Olena Zelenska 

Foundation（オレナ・ゼレンスカ財団）※1」が推進するプロジェクト「Room for Childhood（ルームフォーチ

ャイルドフッド）」に賛同して実施した寄付が、公益に資する活動として評価されたものです。 
※1.オレナ・ゼレンスカ大統領夫人が、ウクライナの人々の生活再建と向上を支援するため、2022 年に設立された財団。子ども

たちや若者への支援を中心として国際援助を募っている。 

 

 
【2026 年 7 月 29 日に日本ユニセフ協会で行われた褒章伝達の様子】 

左：大和ハウス工業 代表取締役会長 芳井敬一、右：日本ユニセフ協会 専務理事 早水研様 
 
大和ハウスグループは「儲かるからではなく、世の中の役に立つからやる」という創業者精神に基づき、1955

年の創業以来、事業活動を通じてさまざまな社会課題の解決に取り組んできました。 
国内では、災害発生時における応急仮設住宅の供給等を通じて被災地の復旧・復興を支援しています。海外

では、当社グループの Daiwa House Modular Europe B.V.（ダイワハウスモジュラーヨーロッパ）が、オラン

ダや英国において、ウクライナ避難民を含む難民向けに、約 4,000 ユニット（約 2,000 世帯分相当）のモジュ

ラー住宅を供給するなど、住環境整備を通じた社会貢献活動を推進しています。 
ウクライナ復興支援については、経済産業省の令和 6 年度補正「グローバルサウス未来志向型共創等事業費

補助金（ウクライナ復興支援・中東欧諸国等連携強化）」に係る補助事業者に採択され、2026 年 2 月より、FS
事業※2を開始するなど、同国の住環境再建に向けた取り組みを進めています。 
今回の支援活動は、ダイワハウスモジュラーヨーロッパが製造するモジュラー住宅をウクライナに建設・寄

付することで、戦争の影響で親を失った孤児を受け入れたウクライナの里親家族の安定した住環境を確保する

ものです。 
当社グループは、今後も住環境整備を通じた社会課題の解決に取り組むとともに、世界各地の人々が安心し

て暮らせる社会の実現に貢献してまいります。 
※2.フィジビリティ・スタディ事業。ビジネスの実現可能性を事前に予測するために行われる調査。 

ウクライナへの人道支援活動に対し紺綬褒章を受章 
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■当社代表取締役会長 芳井敬一のコメント 

このたび紺綬褒章を賜り、大変光栄でございます。当社グループは、「儲かるからではなく、世の中の役

に立つからやる」という創業者精神のもと、災害時の応急仮設住宅や復興住宅の建設を行ってまいりまし

た。このたびの受章を一層の励みとし、国内外の社会課題の解決と持続可能な社会の実現に向け、今後も

さまざまな形で社会貢献活動に取り組んでまいります。 

 

■紺綬褒章について 

公益のために私財（個人は 500 万円以上、団体は 1,000 万円以上）を寄付した者に授与される褒章（団

体の場合は褒状）で、各府省等の推薦に基づき審査の上、授与されます。 

国、地方公共団体、または認定された公益団体への寄付が対象となります。 

内閣勲章・褒章制度の概要：https://www8.cao.go.jp/shokun/seidogaiyo.html#hosho 

 

  
【モジュラー住宅外観（イメージ）】 
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お問い合わせ先 
広報企画部 東京広報グループ ０３（５２１４）２１１２ 

広報グループ   ０６（６３４２）１３８１ 

https://www8.cao.go.jp/shokun/seidogaiyo.html#hosho

